
林 野 労 組 九 州

輸
出
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
日
本
の

相
対
的
魅
力
の
低
下
は
続
く
こ
と
か

ら
、
ス
ギ
丸
太
を
１
万
５
千
円
／
㎥

と
し
全
て
の
再
造
林
を
含
め
た
全
て

の
ジ
ャ
ン
ル
に
採
算
の
合
う
木
材
産

業
の
確
立
を
行
う
こ
と
が
急
務
で
あ

り
、
そ
の
確
立
に
向
け
取
り
組
も
う

と
締
め
く
く
り
講
話
は
終
了
し
ま
し

た
。

　

次
に
、
協
議
事
項
と
し
て
令
和
４

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
、
監

査
報
告
、
令
和
５
年
度
活
動
報
告
、

予
算
、
10
月
に
熊
本
市
で
開
催
予
定

の
九
州
大
会
に
関
す
る
報
告
を
協
議
。

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。
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守
る
、

 

林
野
労
組

　

ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
開
幕
し
た
。

私
は
昔
か
ら
観

戦
し
て
い
た
訳

で
は
な
く
、
近

年
の
活
躍
か
ら

応
援
し
て
い
る
言
わ
ば
「
に
わ
か

フ
ァ
ン
」
で
あ
る
。
発
祥
は
諸
説

あ
る
だ
ろ
う
が
サ
ッ
カ
ー
の
試
合

で
反
則
で
あ
る
ボ
ー
ル
を
持
っ
て

走
っ
た
事
と
書
い
て
あ
る
の
を
見

た
事
が
あ
る
▼
サ
ッ
カ
ー
も
フ
ァ

ン
は
多
い
が
負
け
ず
劣
ら
ず
人
気

が
あ
る
。
ル
ー
ル
が
変
化
し
な
が

ら
も
別
の
良
さ
が
あ
り
原
型
の
方

が
良
い
と
は
限
ら
な
い
事
を
証
明

し
た
の
で
は
な
い
か
▼
ジ
ャ
ッ
カ

ル
と
い
う
ボ
ー
ル
を
奪
取
す
る
技

は
、
相
手
が
タ
ッ
ク
ル
を
受
け
て

倒
れ
て
い
る
時
は
出
来
な
い
と

思
っ
て
い
た
が
奪
取
し
て
も
良
い

タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
。
そ
れ
が

「
に
わ
か
」
で
は
難
し
い
。
政
治

の
世
界
に
お
い
て
も
、
ジ
ャ
ッ
カ

ル
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
る
事

が
重
要
だ
。
ル
ー
ル
に
沿
っ
た

ジ
ャ
ッ
カ
ル
に
よ
り
、
試
合
後
は

敵
も
味
方
も
ノ
ー
サ
イ
ド
と
い
き

た
い
と
こ
ろ
で
あ
る

 

（
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
）

年輪

　

会
議
で
は
、
冒
頭
、
主
催
者
の
加

藤
九
州
地
本
森
林
労
連
執
行
委
員
長

が
「
共
済
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
の

減
少
や
組
織
率
の
低
下
に
よ
り
契
約

件
数
等
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
切

れ
て
い
な
い
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
が
、
組
合
員
同
士
の
助
け
合
い
、

相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
、
森
林
労

連
共
済
の
加
入
促
進
に
御
理
解
を
頂

き
た
い
。
担
当
者
任
せ
と
せ
ず
、
全

体
で
の
協
力
体
制
を
作
り
、
今
後
の

共
済
運
動
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
」
と
挨
拶
。
次
に
来
賓
の
木
村
九

州
地
方
林
退
会
事
務
局
長
か
ら
挨
拶

を
受
け
、
会
議
に
は
森
林
労
連
共
済

推
進
本
部
か
ら
水
田
事
務
局
長
を
は

じ
め
３
名
が
出
席
、
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
水
田
事
務
局
長
か
ら
挨
拶

を
受
け
る
と
共
に
、
共
済
推
進
本
部

よ
り
「
２
０
２
２
年
度
推
進
活
動
の

総
括
」「
２
０
２
４
年
１
月
契
約
更

改
の
取
り
組
み
お
よ
び
２
０
２
３
年

度
推
進
活
動
」「
住
ま
い
る
共
済
制

度
改
定
」「
２
０
２
４
年
契
約
更
改

の
事
務
処
理
」
に
つ
い
て
、
説
明
等

が
あ
り
、
住
ま
い
る
共
済
、
加
入
上

限
年
齢
、
個
人
賠
償
責
任
共
済
の
付

帯
、
マ
イ
カ
ー
共
済
ア
ン
ケ
ー
ト
等

に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
優
秀
分
会
・
支
部
表
彰

で
は
、「
林
野
労
組
西
都
児
湯
分
会
」

が
選
出
さ
れ
、
水
田
事
務
局
長
よ
り

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、
初
日
が
終
了

し
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
入
り
、「
地
方
推
進
方

針
及
び
活
動
計
画
」
に
つ
い
て
、
古

村
代
表
委
員
よ
り
「
２
０
２
２
年
度

推
進
活
動
状
況
お
よ
び
契
約
更
改
」

「
退
職
予
定
者
及
び
退
職
後
の
対
策

に
お
け
る
加
入
促
進
」「
若
年
層
に

対
す
る
加
入
促
進
」「
共
済
オ
ル
グ

の
実
施
」
等
を
提
起
、
迫
口
森
林
労

連
業
務
担
当
職
員
よ
り
「
自
賠
責
共

済
の
取
り
組
み
方
針
と
加
入
目
標
に

つ
い
て
」
を
説
明
し
、
九
州
の
現
状

を
全
体
で
認
識
し
推
進
方
向
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。

　

全
体
的
な
質
疑
で
は
、
自
賠
責
に

係
る
林
退
会
と
し
て
の
対
応
や
今
後

の
推
進
体
制
に
お
け
る
実
情
等
の
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
２
０
２
４
年
１
月
契
約

　

８
月
31
日
、
大
分
市
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
ホ
テ
ル
お
い
て
、
森
林
・
林
業
活

性
化
議
員
連
盟
・
九
州
連
絡
会
議
役

員
会
が
開
催
さ
れ
、
地
本
よ
り
３
名
、

大
分
分
会
よ
り
１
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

冒
頭
、
井
上
明
夫
事
務
局
長
（
大

分
県
副
会
長
、
会
長
代
理
）
よ
り
、

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
価
格
の
高

騰
に
関
す
る
こ
と
及
び
現
状
を
踏
ま

え
林
活
議
連
活
性
化
に
向
け
九
州
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
も
う
と
の
挨
拶

が
あ
り
、
講
話
及
び
協
議
事
項
に
移

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
後
の

九
州
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
は
ど

う
な
る
の
か
」
と
題
し
、
遠
藤
日
雄

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
活
木
活
木
（
い
き

い
き
）
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
）

に
よ
る
講
話
が
あ
り
、
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
た
背
景
を
踏
ま
え

今
後
の
九
州
に
お
け
る
森
林
・
林

業
・
木
材
産
業
が
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
を
踏
ま
え
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。 　

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
景
気
対
策
に
よ
り

新
築
住
宅
着
工
件
数
が
増
加
し
た
も

の
の
、
北
米
西
岸
の
製
材
工
場
の
稼

働
率
低
下
に
伴
い
日
本
へ
の
製
品
輸

出
が
減
っ
た
こ
と
及
び
異
常
気
象
に

よ
る
森
林
火
災
に
よ
り
製
材
丸
太
の

供
給
が
不
足
し
た
こ
と
で
首
都
圏
住

宅
市
場
が
逼
迫
。
そ
の
不
足
分
を
南

九
州
及
び
北
関
東
・
東
北
の
製
品
に

当
て
た
こ
と
か
ら
木
材
価
格
の
高
騰

に
繋
が
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
九
州
に

は
年
間
５
万
㎥
以
上
の
国
産
丸
太
を

消
費
す
る
製
材
・
合
板
工
場
が
多
い

こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
と
分
析
。

　

今
後
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
木
材

更
改
や
、
共
済
運
動
の
推
進
に
向
け

て
全
体
で
意
思
統
一
を
図
り
、

２
０
２
３
年
度
の
共
済
推
進
会
議
は

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

当
面
の
行
動

10
月
3
日　

長
崎
分
会
大
会

　
　

5
日　

安
全
祈
願

　
　

6
日　

熊
本
分
会
大
会

　
　

13
日　

全
国
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

　
　

14
日　

全
国
共
済
理
事
会

　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

　
　

17
日　

人
事
院
交
渉（
福
岡
市
）

　
　

20
日　

分
会
財
政
担
当
者
会
議

　
　
　
　
　
（
W
e
b
）

　
　

21
日　

全
山
労
宮
崎
県
本
部
定

期
大
会

　
　

27
日　

九
州
地
方
森
林
労
連
定

期
大
会

11
月
15
日　

全
山
労
宮
﨑
同
友
会
定

期
大
会

　
　

17
日　

2
0
2
3
新
採
労
働
学

　

〜
19
日　

校

～2023年度　共済推進会議～

　

９
月
８
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
熊
本
市
に
お
い
て
、
２
０
２
３
年
度
共
済
推
進

会
議
が
開
催
さ
れ
、
林
野
労
組
各
分
会
、
林
退
会
各
支
部
、
全
山
労
か
ら
担
当
者
総

勢
34
名
が
参
加
、
共
済
運
動
の
推
進
に
向
け
て
全
体
で
意
思
統
一
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

林
活
議
連
九
州
連
絡
会
議
役
員
会
は
、
各
県
の
林
活
議
連
会
長

及
び
各
県
担
当
幹
事
で
構
成
さ
れ
、
事
業
報
告
・
決
算
及
び
今
後

１
年
間
活
動
計
画
等
を
協
議
す
る
も
の
で
す
。

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

「秋‼」
（撮影者　柿田憲司：宮崎分会）

「匠の一言」　
　皆さんはスポーツの秋ですか？

冒頭挨拶をする加藤委員長

様々な意見が出される

モニターによる講義

全体で意思統一

優秀分会・支部表彰は西都児湯分会

共済運動の推進に向けて
もしもの時に備える加入の重要性を確認

〜
森
林
・
林
業
活
性
化
議
員
連
盟
・
九
州
連
絡
会
議
役
員
会

今
後
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
向
け
た
取
組



林 野 労 組 九 州
【
大
隅
分
会
：
吉
田
通
信
員
】

　

9
月
1
日
（
金
）
に
大
隅
森
林
管

理
署
会
議
室
に
お
い
て
、
3
年
ぶ
り

と
な
る
対
面
方
式
で
第
19
回
大
隅
分

会
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
岩
下
副
執
行
委
員
長
よ
り

開
会
あ
い
さ
つ
、
大
会
成
立
宣
言
が

行
わ
れ
、
園
田
議
長
に
よ
り
議
事
が

進
行
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
小
島
執
行
委
員
長
よ
り

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に
よ

り
組
合
活
動
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

の
な
か
で
各
種
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
。
本
大
会
で

は
活
発
な
意
見
・
要
望
を
頂
き
今
後

の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
九
州
地
方
本
部
の
加
藤

執
行
委
員
長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢
、
今
後
の

組
織
態
勢
強
化
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
激
励

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
執
行
部
よ
り
2
0
2
2
年

度
闘
い
の
総
括
・
決
算
報
告
、

2
0
2
3
年
度
運
動
方
針
（
案
）・

予
算
（
案
）
の
提
案
が
あ
り
、
討
論

の
の
ち
、
満
場
一
致
で
承
認
を
受
け

ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
新
た
に
藤
崎
執

行
委
員
が
加
わ
っ
た
新
執
行
体
制
と

な
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
・
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、

最
後
に
小
島
執
行
委
員
長
に
よ
る
団

結
が
ん
ば
ろ
う
で
大
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
場
所
を
移
し

数
年
ぶ
り
と
な
る
懇
親
会
を
開
催
し
、

大
盛
況
と
な
り
、
組
合
員
の
更
な
る

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

岩
下
宴
会
部
長
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。
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「新規採用ですがB'z とミスチルも大丈夫です。」
冨永　遥己さん（熊本南部分会）

　

今
回
、
熊
本
南
部
分
会
か
ら
は

今
年
度
の
新
規
採
用
、
冨
永
遥
己

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

冨
永
さ
ん
は
業
務
グ
ル
ー
プ
資

源
活
用
と
し
て
日
々
の
業
務
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

出
身
地
は
長
崎
県
諫
早
市
で
部

活
は
野
球
で
高
校
球
児
と
し
て
外

野
手
全
般
を
受
け
持
っ
て
い
た
と

の
事
。

　

趣
味
は
も
ち

ろ
ん
野
球
、
で

す
が
先
日
、
分

会
大
会
後
の
懇

親
会
の
二
次
会

に
お
い
て
、
恒

例
？
の
若
手
か

ら
の
カ
ラ
オ
ケ

が
始
ま
り
、
ど

ん
な
最
新
曲
を

歌
う
の
か
の
見

て
い
た
の
で
す

が
、
な
ん
と
B‘z

の
曲
が
･
･
･
、

続
い
て
は
ミ
ス
チ
ル
？
彼
ら
に
し

て
み
れ
ば
既
に
懐
メ
ロ
（
古
っ
）、

我
ら
オ
ジ
さ
ん
た
ち
に
忖
度
し
て

く
れ
た
の
か
、
御
父
上
の
影
響
か
、

彼
の
新
た
な
一
面
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

毎
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
る
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
局
長
杯
で
は
、
数
少

な
い
経
験
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

主
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
期
待
を

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
試
合
で

は
、
年
配
者
の
フ
ォ
ロ
ー
を
是
非

と
も
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
い
ろ
ん
な
業
務
を
経
験

し
て
も
ら
い
、
ま
た
、
組
合
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
三
浦
通
信
員
：
熊
本
南
部
分
会
）

　

大
会
は
、
議
長
団
に
髙
木
（
4
階

班
保
全
課
）、
黒
田
（
2
階
班
総
務

課
）
の
両
代
議
員
を
選
出
し
、
議
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
西
山
委
員
長
代
行
は
、

「
近
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
で
日
常
の
健
康
面
や
、
資
材
の

高
騰
、
納
期
の
遅
れ
、
年
々
上
が
る

税
金
等
で
私
た
ち
の
生
活
や
仕
事
に

大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
。
ま
た
、

職
場
で
は
業
務
の
平
準
化
や
欠
員
ポ

ス
ト
の
補
充
、
要
員
確
保
の
課
題
等

が
山
積
と
な
っ
て
い
る
が
、
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
て
組
合
員
同
士
の
懇

親
を
深
め
、
組
合
員
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
組
織
を
目
指
し
て
全
力
で
取

り
組
み
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
出
席
の
加

藤
地
本
委
員
長
か
ら
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
後
、
連
合
や
各
政
党
な
ど
よ
り

あ
い
さ
つ
及
び
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
分
会
執
行
部
よ
り

2
0
2
2
年
度
活
動
報
告
、
決
算
報

告
、
会
計
監
査
報
告
、
2
0
2
3
年

度
活
動
方
針
（
案
）、
予
算
（
案
）

が
提
案
さ
れ
満
場
一
致
で
可
決
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
大
分
西
部
分
会
：
蒲
池
通
信
員
】

　

本
年
７
月
７
日
か
ら
の
記
録
的
な

豪
雨
に
よ
り
、
大
分
県
は
日
田
市
・

は
難
し
い
で
す
が
、
山
地
・
山
腹
の

崩
壊
等
を
少
し
で
も
防
ぐ
た
め
に
、

確
実
な
森
林
整
備
を
継
続
し
て
、
災

害
に
強
い
森
林
を
作
る
こ
と
の
重
要

性
を
感
じ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

中
津
市
に
災
害
救
護
法
を
適
用
し
ま

し
た
。
そ
う
し
た
中
、
大
分
県
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
、
こ
れ
ま
で
立
ち

入
り
禁
止
地
区
で
あ
っ
た
、
日
田
市

小
野
地
区
の
立
ち
入
り
が
可
能
と
な

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
連
合
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
要
請
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

連
合
大
分
は
、「
第
１
回
災
害
対

策
救
護
本
部
会
議
」
に
お
い
て
８
月

19
･
20
日
の
２
日
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
た
こ

と
か
ら
、
当
分
会
か
ら
も
中
山
・
蒲

池
組
合
員
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

我
々
が
参
加
し
た
19
日
（
土
）
は
、

県
内
の
構
成
組
織
よ
り
約
70
名
の
参

加
が
あ
り
、
４
班
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ

れ
の
住
宅
等
へ
向
か
い
ま
し
た
。
日

田
の
茹
だ
る
暑
さ
の
中
で
あ
り
ま
し

た
が
、
悲
惨
な
被
災
現
場
を
確
認
す

れ
ば
、
少
し
で
も
早
く
元
の
生
活
に

戻
れ
る
よ
う
に
と
の
思
い
を
抱
き
、

室
内
の
土
砂
の
除
去
や
家
財
の
清
掃

な
ど
行
い
ま
し
た
。

　

近
年
の
異
常
気
象
を
止
め
る
こ
と

　

そ
の
後
役
員
改
選
を
行
い
、
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
、
大
会
宣
言
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
役
員
改
選
で
新
た
に
執

行
委
員
長
に
選
任
さ
れ
た
後
藤
分
会

執
行
委
員
長
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

分
会
執
行
体
制
は
次
の
と
お
り
で

す
。

執
行
委
員
長　
　

後
藤
一
哉

副
執
行
委
員
長　

西
山
太
英

副
執
行
委
員
長　

藤
川
涼
一

書
記
長　
　
　
　

内
海
康
雄

執
行
委
員　
　
　

小
山
雄
平

執
行
委
員　
　
　

坂
元
美
聖

執
行
委
員　
　
　

平
松
大
志

会
計
監
査
委
員　

黒
田
優
衣

会
計
監
査
委
員　

岡　

杏
奈

選
挙
管
理
委
員　

中
村
健
一

選
挙
管
理
委
員　

野
田
誠
治

【
局
分
会
：
内
海
通
信
員
】

　

9
月
7
日
、
分
会
は
森
林
管
理
局

2
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
第
19
回

分
会
定
期
大
会
を
開
催
、
組
合
員
54

名
（
出
席
54
名
、
委
任
状
20
名
）
が

参
加
し
、
4
年
ぶ
り
の
集
合
形
式
に

よ
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

【
沖
縄
分
会
：
小
崎
通
信
員
】

　

９
月
11
日
、
沖
縄
森
林
管
理
署
会

議
室
に
て
林
野
労
組
沖
縄
分
会
第
19

回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

分
会
は
沖
縄
本
島
か
ら
約
４
０
０
㎞

離
れ
た
離
島
で
勤
務
し
て
い
る
組
合

員
も
い
る
こ
と
か
ら
、
参
加
し
や
す

く
な
る
よ
う
会
議
で
出
署
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
開
催
を
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
西
執
行
委
員
長
よ
り
「
昨

年
度
は
地
域
林
政
調
整
官
と
森
林
技

術
指
導
官
、
一
つ
の
事
務
所
の
空
き

が
あ
り
、
今
年
度
は
地
域
林
政
調
整

官
の
ポ
ス
ト
は
埋
ま
っ
た
が
、
少
な

い
要
員
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
半
世
紀
前
や
20
〜
30
年
前
か
ら

残
っ
て
い
る
沖
縄
独
特
の
管
理
案
件

も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
苦

労
し
て
い
る
。
今
大
会
後
の
新
執
行

体
制
で
改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
の
で
、
忌
憚
の
な
い
意
見
を
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
お
越
し
い
た

だ
い
た
九
州
地
方
本
部
の
歌
野
執
行

委
員
よ
り
、
取
り
ま
く
情
勢
と
課
題
、

２
０
２
３
人
事
院
勧
告
、
闘
う
組
織

態
勢
に
つ
い
て
「
課
題
は
多
い
が
粘

り
強
く
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。
中

央
・
地
本
・
分
会
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
激
励
の

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
〇
二
二
年
度
の
活
動
報
告
お
よ

び
会
計
報
告
等
で
総
括
し
た
後
、

二
〇
二
三
年
度
の
運
動
方
針
（
案
）

等
に
つ
い
て
承
認
・
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
役
員
改
選
で
は
、
新
体
制
と
し

て
執
行
委
員
長
：
西　

文
彦
、
副
執

行
委
員
長
：
坂
本　

法
博
、
書
記

長
：
山
口　

利
明
、
執
行
委
員
に
小

崎　

凌
平
・
東　

泰
晟
が
選
任
さ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
大
会
宣
言
を

採
択
し
、
最
後
は
西
執
行
委
員
長
の

熱
い
号
令
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
締
め
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

各
地
で
待
望
の
対
面
方
式
を
再
開  

分
会
大
会

記事を募集しています‼
　分会で開催したいろんなイベントや会議、
地域の集会等の記事を募集していますので、
教宣担当のメールアドレスへ投稿をお願いし
ます。
E-mail　sinrin14-kaku@siren.ocn.ne.jp
 （教宣担当）

大

隅

分

会

局

分

会

沖

縄

分

会

大
分
西
部
分
会

【
大
分
西
部
分
会
：
井
上
通
信
員
】

『
三
年
ぶ
り
組
合
員
と
顔
合
わ
せ
、

定
期
大
会
開
催
!
』

　

９
月
７
日
、「
大
分
西
部
森
林
管

理
署
分
会
第
19
回
定
期
大
会
」
が
組

合
員
18
名
中
15
名
（
委
任
状
３
名
）

の
参
加
の
下
、
九
州
地
本
か
ら
歌
野

執
行
委
員
を
始
め
と
す
る
来
賓
５
名

の
方
に
参
加
を
頂
き
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

冒
頭
、
橋
本
執
行
委
員
長
よ
り
、

冒
頭
に
３
年
ぶ
り
の
コ
ロ
ナ
化
の
長

い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
組
合
員
対
面

式
の
大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
ふ

れ
、
政
治
情
勢
や
国
有
林
情
勢
等
を

含
め
、
こ
の
一
年
の
組
合
運
動
の
総

括
と
こ
れ
か
ら
の
運
動
方
針
に
つ
い

て
、
大
会
で
の
活
発
な
議
論
を
求
め

る
よ
う
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
九
州
地
本
か
ら
歌
野
執

行
委
員
よ
り
、
国
有
林
野
事
業
の
推

進
、
要
員
問
題
、
事
業
量
増
加
に
係

る
取
り
組
み
と
組
織
態
勢
の
確
立
を

お
願
い
す
る
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
２
０
２
２
年
度
の

総
括
と
２
０
２
３
年
度
運
動
方
針
、

ま
た
、
各
決
算
・
予
算
報
告
等
が
提

案
さ
れ
、
質
疑
で
は
、
要
員
関
係
の

労
働
条
件
に
関
す
る
質
問
・
１
級
職

が
３
級
相
当
の
業
務
に
就
い
て
い
る

現
状
問
題
、
国
有
林
の
利
活
用
問
題

等
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
組
合
員
の
拍
手

に
よ
っ
て
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
新
体
制
と
な
っ
た
橋
本
執

行
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱

で
、
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

３年ぶり 団結を深める全体で内容を確認

ボランティア作業の様子

離島からも結集

活発な議論が行われる

全員で団結ガンバロー

日
田
市
の
７
月
豪
雨
災
害
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要
請
を
受
け

屋
内
の
土
砂
除
去
・
家
財
の
清
掃
を
実
施
！


